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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信ユニット（１００）によりデータブロックを受信する方法であって、
　　　前記受信ユニット（１００）が第１のデータブロック（１２）を第１のデータキャ
リア（３１０）において受信する工程と、
　　　前記受信ユニット（１００）が前記第１のデータブロック（１２）の受信品質に基
づいて、第２のデータブロック（１４）を搬送する前記第１のデータキャリア（３１０）
と、第３のデータブロック（２２）を同時に搬送する第２のデータキャリア（３２０）と
の間で選択を行う工程と
を備え、
　前記第１のデータブロック（１２）と前記第２のデータブロック（１４）とは同一のデ
ータブロックであり、前記第３のデータブロック（２２）は、前記第１のデータブロック
（１２）が含む情報とは異なる情報を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記受信ユニット（１００）が選択した前記データキ
ャリアにおいて、前記第２のデータブロック（１４）または前記第３のデータブロック（
２２）であるデータブロックを受信する工程をさらに備えることを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法であって、
データブロックはブロックフレームにグループ化され、各ブロックフレームは複数のデー
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タブロックを含み、前記選択を行う工程が、
　　前記受信ユニット（１００）が、前記受信品質と、前記第１のデータブロック（１２
）または前記第２のデータブロック（１４）と同一のブロックフレームに属するデータブ
ロックのブロック検出誤りの情報とに基づいて、前記第１のデータキャリア（３１０）と
前記第２のデータキャリア（３２０）との間で選択を行う工程を含むことを特徴とする方
法。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の方法であって、前記選択を行う工程が、
　　前記受信ユニット（１００）が、前記受信品質と、前記第１のデータキャリア（３１
０）および前記第２のデータキャリア（３２０）の少なくとも一方に関連するキャリア品
質とに基づき、前記第１のデータキャリア（３１０）と前記第２のデータキャリア（３２
０）との間で選択を行う工程を含むことを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の方法であって、
前記第１のデータキャリア（３１０）はデータブロックの第１のストリーム（１０）を搬
送し、
前記第２のデータキャリア（３２０）はデータブロックの第２の異なるストリーム（２０
）を同時に搬送し、
前記第２のストリーム（２０）の複数のデータブロックを有する第２のセット（２５）に
おける各データブロックが、前記第１のストリーム（１０）の複数のデータブロックを有
する第１のセット（１５）におけるデータブロックの前記情報の少なくとも一部を含み、
前記第１のセット（１５）が前記第２のデータブロック（１４）を含み、
前記第２のセット（２５）が前記第３のデータブロック（２２）を含む
ことを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、前記受信ユニット（１００）が、前記第１のデータセ
ット（１５）および前記第２のデータセット（２５）の少なくとも一方の前記データブロ
ックの相対的順序の情報を受信する工程をさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか１項に記載の方法であって、前記第３のデータブロック（２
２）が、前記第１のデータブロック（１２）を再送信したものであることを特徴とする方
法。
【請求項８】
　受信ユニット（１００）であって、
　　第１のデータキャリア（３１０）において第１のデータブロック（１２）を受信する
受信器（１１０）と、
　　前記第１のデータブロック（１２）の受信品質に基づいて、第２のデータブロック（
１４）を搬送する前記第１のデータキャリア（３１０）と第３のデータブロック（２２）
を同時に搬送する第２のデータキャリア（３２０）との間で選択を行う選択手段（１３０
）と
を備え、
　　前記第１のデータブロック（１２）と前記第２のデータブロック（１４）とは同一の
データブロックであり、前記第３のデータブロック（２２）は、前記第１のデータブロッ
ク（１２）が含む情報とは異なる情報を含むことを特徴とする受信ユニット。
【請求項９】
　請求項８に記載の受信ユニットであって、前記受信器（１１０）が、
前記選択手段（１３０）により選択された前記データキャリアにおいて、前記第２のデー
タブロック（１４）または前記第３のデータブロック（２２）であるデータブロックを受
信するように構成されていることを特徴とする受信ユニット。
【請求項１０】
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　請求項８又は９に記載の受信ユニットであって、
データブロックがブロックフレームにグループ化され、各ブロックフレームは複数のデー
タブロックを含み、
前記選択手段（１３０）が、前記受信品質と、前記第１のデータブロック（１２）または
前記第２のデータブロック（１４）と同一のブロックフレームに属するデータブロックの
ブロック検出誤りの情報とに基づいて、前記第１のデータキャリア（３１０）と前記第２
のデータキャリア（３２０）との間で選択を行うように構成されていることを特徴とする
受信ユニット。
【請求項１１】
　請求項８乃至１０のいずれか１項に記載の受信ユニットであって、前記選択手段（１３
０）が、
前記受信品質と、前記第１のデータキャリア（３１０）および前記第２のデータキャリア
（３２０）の少なくとも一方に関連するキャリア品質とに基づき、前記第１のデータキャ
リア（３１０）と前記第２のデータキャリア（３２０）との間で選択を行うように構成さ
れていることを特徴とする受信ユニット。
【請求項１２】
　請求項８乃至１１のいずれか１項に記載の受信ユニットであって、
前記第１のデータキャリア（３１０）はデータブロックの第１のストリーム（１０）を搬
送し、
前記第２のデータキャリア（３２０）はデータブロックの第２の異なるストリーム（２０
）を同時に搬送し、
前記第２のストリーム（２０）の複数のデータブロックを有する第２のセット（２５）に
おける各データブロックが、前記第１のストリーム（１０）の複数のデータブロックを有
する第１のセット（１５）におけるデータブロックの前記情報の少なくとも一部を含み、
前記第１のセット（１５）が前記第２のデータブロック（１４）を含み、
前記第２のセット（２５）が前記第３のデータブロック（２２）を含む
ことを特徴とする受信ユニット。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の受信ユニットであって、前記受信器（１１０）が、前記第１のデー
タセット（１５）および前記第２のデータセット（２５）の少なくとも一方の前記データ
ブロックの相対的順序の情報を受信するように構成されていることを特徴とする受信ユニ
ット。
【請求項１４】
　請求項８乃至１３のいずれか１項に記載の受信ユニットであって、前記受信ユニット（
１００）が移動端末であることを特徴とする受信ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に無線通信システムにおけるデータブロックのスケジューリングに関し
、詳細には複数のデータキャリアにおけるデータブロックの送信および受信のスケジュー
リングに関係する。
【背景技術】
【０００２】
　無線リソースおよびチャネルの利用は、引き続きシステムスループットを最適化するた
めの多くの研究および開発の主題であり、これは通信システムにおける無線リソースの利
用が制限されることによる。既存通信システムに新しい通信サービスを導入する場合、こ
れは特に当てはまる。このような新しい通信サービスの例は、マルチメディア・ブロード
キャスト・マルチキャスト・サービス（Multimedia Broadcast Multicast Service、ＭＢ
ＭＳ）である。このＭＢＭＳサービスの恩恵は、同一物理チャネル、即ち所謂ポイント・
ツー・マルチポイント送信を使用して、このサービスが幾人かのユーザにデータの同時配
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信を可能にすることである。ＭＢＭＳのさらに多くの情報に関して、３ＧＰＰの文献「１
」を参照する。
【０００３】
　一方、既存通信システム、例えばＧＳＭ（Global System for Mobile communications
、移動通信のためのグローバルシステム）およびＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for GS
M Evolution、ＧＳＭの発展のための速いデータ速度）は典型的に従来の音声サービスに
対して適合する最低保証Ｃ／Ｉ（carrier-to-interference、キャリア対干渉）レベルを
提供するための規模を有しているが、これらの最低保証Ｃ／Ｉレベルは余りにも低く、新
しい速いビット速度のサービス、例えばＭＢＭＳによるビデオストリーミングを成功裡に
提供できないことが多い。速いビット速度の需要により、これらサービスは最大数の許容
通信リソース（タイムスロット）を使用しなければならないことが多い。
【０００４】
　とはいえ、無線リンクのシミュレーションにより、ＧＳＭ／ＥＤＧＥシステムにおいて
最大数の通信リソースを使用する場合でも、最低保証Ｃ／Ｉレベルまで受容可能な確固性
を提供するために、データブロックを何回も再送信する必要があることが多いことを示し
た。とはいえ、受容可能な確固性を提供するためのこのような再送信回数は、既存ＧＳＭ
／ＥＤＧＥシステムでは多すぎ、スループットが受容しがたいほど低くなることが多い。
【０００５】
　（再送信が少なすぎることによる）低ロバスト性と（再送信が多すぎることによる）低
スループットとの間のこのトレードオフに対する明白な解決策は、複数キャリアによるＥ
ＤＧＥの解決策を導入することである。一方、既存通信システムの基地局では、これは恐
らく比較的簡単であるが、複数キャリアによる解決策は、移動端末において大きな変更を
必要とするであろうが、これはこれら端末が、その場合アナログおよびディジタル両部に
おいて複数のチャネルを同時に処理する必要があるからである。
【非特許文献１】３ＧＰＰ　ＴＳ　４３．２４６、　バージョン６．１．０：第３世代パ
ートナーシッププロジェクト；技術仕様グループＧＳＭ／ＥＤＧＥ無線接続ネットワーク
；ＧＥＲＡＮにおけるマルチメディア・ブロードキャスト・マルチキャスト・サービス（
ＭＢＭＳ）；ステージ２（公開６）２００４年１１月。（3GPP TS 43.246,version 6.1.0
: 3rd Generation Partnership Project; Technical Specification Group GSM/ EDGE Ra
dio Access Network; Multimedia Broadcast Multicast Service(MBMS) in the GERAN; s
tage 2(Release 6), November 2004.
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、既存通信システムにおいて速いビット速度のサービスの実装を可能にし、既存
移動端末における大きな変更を必要とすることなく、なお受容可能なロバスト性およびス
ループットを提供する解決策が必要である。
【０００７】
　本発明は、従来技術の装置が有するこれらおよびその他の欠点を克服する。
【０００８】
　本発明の一般的目的は、高いデータブロックのスループットを有するロバストなデータ
ブロックスケジューリングを提供することである。
【０００９】
　複数のデータキャリアにおけるデータブロックの同時送信を含むスケジューリングを提
供することが、本発明の別の目的である。
【００１０】
　本発明のさらに別の目的は、データブロックの送信に同時に使用するデータキャリアの
選択を行うことである。
【００１１】
　データブロック誤り率を削減する送信スケジューリングおよび受信選択を提供すること
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が、本発明の特別の目的である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　これらおよびその他の目的を添付する本発明の特許請求の範囲により規定するように本
発明により満たす。
【００１３】
　要するに、本発明は通信セッションに参加する受信ユニットへの複数の異なるデータキ
ャリアにおける送信ユニットによるデータブロックの同時送信を含む。異なるキャリアに
おけるこれらのデータブロックは、ユニキャストサービス、または特にブロードキャスト
またはマルチキャストサービスでありうる、現行通信サービスに関係する。
【００１４】
　この複数キャリアスのケジューリングでは、少なくとも第１のデータブロックを第１の
データキャリアにおいて送信し、同時に第２のデータブロックを第２のデータキャリアに
おいて送信する。その場合、受信ユニットは聴取するこれらデータキャリア、即ち第１か
、または第２のデータブロックを受信するかを選択する。このデータキャリアの選択を、
セッションに関係する以前に受信したデータブロックの受信品質に少なくとも部分的に基
づいて実行する。さらに、この以前のデータブロックおよび第１および第２のデータブロ
ックの少なくとも１方は共通の情報に基づく。例えば、第１および第２のデータブロック
の１方は、以前のデータブロックが有する情報の少なくとも一部を含みうるか、または以
前のデータブロックを再送信したものでありえよう。
【００１５】
　受信品質に基づくこれら２つのデータキャリアの間の選択により、受信ユニットは基本
的に、以前のデータブロックに関連するさらなる情報（例えば、以前のデータブロックの
さらなる再送信）か、または新しい情報を受信するかを選択する。
【００１６】
　本発明の典型的な実装では、受信ユニットが成功裡に以前のデータを受信し、受信品質
が表すように以前のデータを復号しなければ、誤って復号した情報に関係するデータビッ
トをさらに受信するのは有利でありえよう。このような場合、受信ユニットは、好ましく
はこの以前のデータブロックに関係するデータブロックを搬送するデータキャリアを選択
し、以前のデータブロックおよび現データブロックにより搬送する情報を正しく復号し、
解釈する機会を増加させる。一方、受信ユニットが成功裡に以前のデータブロックを受信
し、復号したとすれば、復号の観点から既に成功裡に復号した情報に関係するビット含む
データブロックを受信するのは無駄であり、無意味であることが多い。このような場合、
受信ユニットは、好ましくは以前のデータブロックに関係しない新しい情報を含むデータ
ブロックを搬送するデータキャリアを選択する。
【００１７】
　複数の受信ユニットが参加するブロードキャストおよびマルチキャストセッションでは
特に、幾つかのこれらユニットは、典型的に以前のデータブロックを正しく受信している
であろうが、他はそうではない。このような場合、成功裡に受信するユニットが新しいデ
ータブロックおよび新しい情報を受信することができると同時に、成功に失敗する受信ユ
ニットは、別のデータキャリアを選択することにより情報を受信し、復号を試行する新た
な機会を得ることができよう。この結果、公称ブロックスループットのそれ程の減少を伴
うことなく、システムの公称ブロック誤り率は減少するであろう。
【００１８】
　本発明によるデータキャリアの選択は、以前のデータブロックの受信品質以外のパラメ
ータに基づくことができる。例えば、データブロックの残存再送信数に関する情報、失敗
とみなせる制御フレームおよび／または使用したデータキャリアのキャリア品質に関する
情報を受信品質と共に使用することができる。
【００１９】
　送信ユニットは、第１のデータキャリアにおけるデータブロックの第１のストリームお
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よび第２のデータキャリアにおける第２のブロックストリームを少なくとも同時に送信す
るようにする。この第１のストリームは複数のデータブロックを有する第１のセットを含
み、第２のストリームは、同様に複数のデータブロックを有する第２のセットを含む。さ
らに、第２のセットは第１のセットのデータブロックを再シャッフルしたものである。そ
の結果、第２のセットにおける各データブロックは第１のセットのデータブロックと同じ
情報を含むが、第２のセットが有するデータブロックの相対的順序は、第１のセットが有
するデータブロックの相対的順序とは異なる。第１のストリーム内における第１のセット
の位置は、第２のストリーム内における第２のセットの位置と同じでありうる。とはいえ
、２つのセットの送信における重複が部分的に過ぎないか、または重複がない、即ち第２
のセットが時間的に遅れ、第１のセットを再シャッフルしたものであれば好ましい。
【００２０】
　さらに、第１および第２のセットのデータブロックを送信する場合に、異なるデータ速
度を使用することができる。例えば、最初にデータブロックを送信する場合は毎回、速い
データ速度を使用することができ、一方この特定のブロックを再送信する場合には遅いデ
ータ速度を使用する。
【００２１】
　好ましい実施形態では、共通の情報に基づく２つのデータブロックの相対的位置は、第
２のセットでは第１のセットにおけるこれらデータブロックの相対的位置と比較して異な
る。さらに、中間のデータブロック数によるこれらデータブロック間の距離は、第１のセ
ットと比較して第２のセット場合の方が好ましくは大きく、第２のセットのデータブロッ
クを送信する場合、ダイバシティを増加させる。このようなスケジューリング方式はダイ
バシティを増し、フェーディングの問題に対処する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は以下の利点をもたらす：
－　ブロックスループットを落とすことなく、データブロックのロバストな伝送を可能に
する、
－　同時に複数の利用可能なデータキャリアによりブロック誤り率を低減する柔軟性をも
たらす、
－　通信システムにおける利用可能な無線リソースの一層効率的な使用を可能にする、
－　キャリア対雑音、およびキャリア対干渉の低いレベルにおける速いビット速度および
ブロードキャストサービスの満足すべき運用を可能にし、
－　従来の音声サービスと凡そ同じキャリア対干渉レベルにおける既存通信システムにお
いてもＭＢＭＳによるビデオなど速いビット速度のサービスの実装を可能にする。
【００２３】
　本発明がもたらす他の利点は、本発明の実施形態に関する以下の記述を読めば理解され
よう。
【００２４】
　本発明のさらなる目的および利点と共に本発明は、添付する図面と共に以下の記述を参
照することにより最も良く理解することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図面を通じて、同じ参照記号を対応するかまたは類似の構成要素に使用することにする
。本発明は、複数の、即ち少なくとも２つのデータキャリアにおいてデータブロックを送
受信し、受信ユニットによるデータブロックの受信および検出に成功する確率を増すこと
に関係する。本発明の第１の態様は、複数のデータキャリアにおいて同時に送信したデー
タブロックを選択し、受信する方法およびユニットを提供する。本発明の第２の態様は、
複数のデータキャリアにおいてデータブロックを同時に送信する方法、システムおよびネ
ットワークノードに関係する。
【００２６】
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　図１は、本発明を使用する通信システム１の概略的概観図である。この説明のためのシ
ステム１では、ネットワークノード、即ち基地局２００－１の無線サービスエリア２０５
－１に存在する、４つの移動端末、即ちユニット１００－１乃至１００－４が基地局２０
０－１との通信セッションに関係する。通信セッションは、マルチメディア・ブロードキ
ャスト・マルチキャスト・サービス（ＭＢＭＳ）などの、ブロードキャストおよびマルチ
キャスト（ポイント・ツー・マルチポイント）サービスでありえよう。とはいえ、本発明
はそれに限定せず、ユニキャスト（ポイント・ツー・ポイント）サービスを含む、任意の
形式の通信サービス、特に複数の無線チャネルまたはリソースを恐らく必要とする速いビ
ット速度のサービス、およびさらに確認のない、または限定された確認の可能性を有する
サービスに一般に適用することができる。
【００２７】
　図１の通信システム１では、基地局２００－１は関連するか、または接続するＭＢＭＳ
サーバ６００からＭＢＭＳデータを受信し、少なくとも２つの異なるデータキャリア３１
０，３２０を使用してＭＢＭＳセッションに参加する移動端末１００－１乃至１００－４
にポイント・ツー・マルチポイント様式のデータブロック、即ちパケットの形式でこのデ
ータを送信する。
【００２８】
　複数のデータキャリア３１０，３２０におけるデータブロックの送信を、２つの異なる
送信器、例えば２つの基地局２００－１、２００－２により管理することができることに
注意されたい。このような場合、第１の基地局２００－１は第１のデータキャリア３１０
においてデータブロックを送信することができ、次いで第２の基地局２００－２は第２の
異なるデータキャリア３２０においてデータブロックを同時に送信する。これら両基地局
２００－１、２００－２の無線サービスエリア２０５－１、２０５－２に存在する移動端
末１００－３には、両データキャリア３１０，３２０においてデータブロックを受信する
ことができる可能性がある。
【００２９】
　さらなる例では、少なくとも第２の送信器は実際に移動端末１００－５それ自体である
ことができ、この場合この端末は別の移動端末１００－４に対する中継可能なユニットと
して機能する。これについては以下でさらに詳細に説明することにする。
【００３０】
　このように、本発明は通信システム１に適用することができ、通信システム１では１つ
の送信ユニット、即ちノード２００－１または複数の送信ユニット２００－１、２００－
２、１００－５により少なくとも２つのデータキャリア３１０，３２０においてデータブ
ロックを同時に送信する。
【００３１】
　本発明は、特にＧＳＭ（移動通信のためのグローバルシステム）およびＥＤＧＥ（ＧＳ
Ｍの発展のための速いデータ速度）通信システムに適用可能であるが、任意のＦＤＭＡ（
Frequency Division Multiple Access、周波数分割多元接続）システムにも等しく適用す
ることができる。本発明は、複数キャリアのＷＣＤＭＡ（Wideband CDMA、広帯域ＣＤＭ
Ａ）システムを含む、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplex、直交周波
数分割多重化）システムまたは複数キャリアのＣＤＭＡ（Code Division Multiple Acces
s、符号分割多元接続）システムなどの他の分割多重化技術を使用する通信システムにさ
らに適用することができる。さらに、本発明は衛星、移動および／または地上ブロードキ
ャスト伝送および他のタイプの無線によるブロードキャストに使用するディジタルビデオ
・ブロードキャスト（Digital Video Broadcast、ＤＶＢ）にも適用することができる。
【００３２】
　「データキャリア」は本発明によれば任意のキャリアであり、これは送信ユニットから
受信ユニットへデータブロック、即ちパケットの形式でデータを搬送または送信するため
のブロードキャストシステムを含む無線通信システムにおいて使用することができる。こ
のようなデータキャリアの典型的に好ましい例は、周波数キャリアである。周波数ホッピ
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ングを使用する通信システムの場合、データキャリアを、周波数ホッピングパターンを含
むように定義する、即ちこれら無線バーストの周波数キャリアが同じである必要がなくと
も、データブロックの全ての無線バーストは、同じデータキャリアにおいて送信されたも
のとみなされる。ＯＦＤＭまたはＷＣＤＭＡシステムでは、データキャリアは利用可能な
直交サブキャリアのサブセットでありうる。
【００３３】
　図２は、本発明の実施形態によるデータブロックを受信する方法を説明するフローチャ
ートである。この受信方法は、所与の通信セッションにおいてデータブロックを同時に搬
送するデータキャリア間の選択に基づく。本方法はステップＳ１において始まり、受信ユ
ニット例えば移動端末は、通信セッションにおいて送信ユニット、例えば基地局から第１
のデータブロックを受信する。受信ユニットは受信データブロックを復号することを試行
し、この第１のデータブロックの受信品質を表す品質示度を一般に提供する。
【００３４】
　本発明の第１の実装では、この受信品質は、受信ユニットがデータブロックの全コンテ
ンツを正しく復号することができたか否かを単に明らかにすることができよう。一方、本
発明によれば、さらに精巧な品質表示を使用することもできよう。例えば、信号対雑音比
（signal-to-noise ratio、ＳＮＲ）はこのような受信品質示度を表すことができる。第
１のデータブロックの受信品質を表すのに使用することができる、パラメータのさらなる
例には、ブロック誤り確率（block error probability、ＢＬＥＰ）、ブロック誤り率（b
lock error ratio、ＢＬＥＲ）、ビット誤り確率（bit error probability、ＢＥＰ）、
ビット誤り率（bit error ratio、ＢＥＲ）、キャリア対干渉（carrier-to-interference
、Ｃ／Ｉ）比、などが含まれる。このように本発明によれば、一般に受信ユニットによる
、またはおける第１のデータブロックの受信品質を示す任意の表示を使用することができ
る。受信品質表示を、受信ユニットの復号装置、例えば巡回冗長性チェック（cyclic red
undancy check、ＣＲＣ）を動作させることによるか、または受信ユニットのある他の品
質推定ユニットにより推定することができる。所与のデータブロックを送信し、例えば数
回に亘って受信した場合には、本発明の品質表示は、好ましくはその特定ブロックの全（
再）送信に関する総合品質を考慮する累積品質である。この原理を、２つのデータブロッ
クが共通の情報に基づくが、互に他を再送信したものでない場合にも拡張することができ
る。このような場合、受信品質は２つのデータブロックの（個々の）受信品質に基づく累
積品質でありうる。
【００３５】
　次のステップＳ２で、受信ユニットは第１のデータブロックのこの受信品質に基づいて
、少なくとも第１および第２のデータキャリアの中から聴取するデータキャリアを選択す
る。さらに、第１のデータキャリアは第２のデータブロックを搬送し、同時に第２のデー
タキャリアは第３のデータブロックを搬送するが、この第３のデータブロックおよび以前
の第１のデータブロックは共通の情報に基づく。従って本発明の実装では、第３のデータ
ブロックは第１のデータブロックのコピー、即ち変調され、および／または異なる符号化
が為されている可能性はあるが、第１のデータブロックと同じ有料負荷情報を含みえよう
。別の実装では、第３のデータブロックは第１のデータブロックの情報の一部を含む。例
えば、第３のデータブロックは、第１のブロックの一部に含むのと同じ情報ビットを含む
第１の部分および他の情報ビットを含む第２（残り）の部分を含みえよう。さらに別の実
装では、第３のデータブロックは第１のデータブロックにおける情報に関係する冗長性の
増分を含む。
【００３６】
　換言すれば、受信品質に基づくこれら２つのデータキャリア間の選択により、受信ユニ
ットは基本的に受信する第２または第３のデータブロックを選択する。第３のデータブロ
ックは以前に受信した第１のデータブロックで搬送した情報に関係する情報を含むので、
データキャリア間のこの選択もまた、第１のブロックの受信品質に基づく第１のデータブ
ロックに関連するさらなる情報（例えば、第１のデータブロックのさらなる再送信）か、
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または新しい情報（第２のデータブロック）を受信するかの間の選択とみなしえよう。
【００３７】
　本発明の典型的な実装では、受信ユニットが成功裡に第１のデータブロックを受信し、
受信品質が表すように第１のデータを復号しなかったとすれば、誤って復号した情報に関
係するデータビットをさらに受信するのは有利でありえよう。このような場合、受信ユニ
ットは、好ましくはステップＳ２で第２のデータキャリアを選択し、第３のデータブロッ
クを受信し、それにより第１のおよび第３のデータブロックにより搬送した情報を正しく
復号し、解釈する機会を増加させることができる。一方、受信ユニットがステップＳ１で
成功裡に第１のデータブロックを受信し、復号したとすれば、このデータブロックは既に
成功裡に復号した情報に関係するビットを含むので、復号の観点から第３のデータブロッ
クを受信するのは無駄であり、無意味であることが多い。このような場合、受信ユニット
は、好ましくは第１のデータキャリアを選択し、第２のデータブロックおよびそれにより
セッション内において送信される新しい情報を受信することができる。
【００３８】
　複数の受信ユニットを含む、所与のブロードキャストセッション、例えばＭＢＭＳセッ
ションでは、所与の時間インスタンスにおいて、幾つかの受信ユニットは第１のデータブ
ロックを正しく受信するであろうが、他のユニットはこのデータブロックの全てのビット
を正しく復号できないことが考えられる。正しく復号する受信ユニットは、次いで第１の
ブロックのそのそれぞれの（高い）受信品質に基づき第１のデータキャリアを典型的に選
択し、第２のデータブロックに含まれる新しい情報を受信する。対照的に、正しく復号し
ない受信ユニットは、好ましくはそのそれぞれの（低い）受信品質に基づき第２のデータ
キャリアを選択し、第３のデータブロックを受信することにより第１のデータブロックの
情報を復号する余分の機会を得る。第１のブロックに関連するその比較的高い受信品質に
基づいて正しく復号する受信ユニットは、正しく復号しないユニットとは別のデータキャ
リアを聴取することを選択し、それにより新しい情報ビットを受信することができるので
、正しく復号しない受信ユニットが情報を受信し、復号するこの余分の機会は、正しく復
号する受信ユニットのスループットを減じるか、または遅延時間を犠牲にすることはない
。
【００３９】
　次いで、受信ユニットはステップＳ３で選択したデータキャリアにおいてデータブロッ
ク、即ち第２または第３のデータブロックを受信する。そこで、本方法は終了する。
【００４０】
　本発明の受信方法を、以上に説明したように好ましくは通信セッションに参加する全て
の受信ユニット、または少なくとも１以上のユニットにより使用する。図１のステップＳ
１乃至Ｓ３を、好ましくはセッションにおいて送信する異なるデータブロックに対して通
信セッションを通じて繰り返す。異なるデータキャリアにおける同じ通信セッションに関
係するデータブロックのこの同時送信の結果、情報およびデータブロックを送信および再
送信する可能性のある数は通信セッションのスループットを削減することなく増加する。
【００４１】
　図２に関する以上の記述では、受信ユニットは、以前に受信したが、必ずしも正しく復
号されなかったデータブロックの受信品質に基づいて、第１および第２のデータキャリア
間の選択を行う。これは単に本発明の説明のための例と見るべきである。選択は、通信セ
ッションに関係するデータブロックを同時に搬送する任意の数ｎの利用可能なデータキャ
リアの間で行うことができ、ｎは２以上の整数である。本発明を、またマルチキャリアが
可能な受信ユニットにも適用することができることにさらに注意されたい。このような場
合、受信ユニットは受信品質に基づいて、ｎの可能なキャリアの中からｍのデータキャリ
アを同時に聴取することを選択し、ここで１≦ｍ≦ｎであり、ｎ≧２である。全ての利用
可能なキャリアのサブセットのみをただ聴取することにより、ユニットは電力／バッテリ
ーおよび／またはハードウエアの複雑さを節約し、省くことができるので、これにより、
受信ユニットにさらなる利点をもたらす。
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【００４２】
　第１のデータブロックを、第１のデータキャリア、即ち第２のデータブロックと同じキ
ャリアにおいて、第２のデータキャリア、即ち第３のデータブロックと同じキャリアにお
いて、または第３のキャリアにおいて、受信ユニットに送信することができたであろう。
第２および第３のデータブロックは、時間的に第１のデータブロックの直後に続くことが
できる、即ち第１のデータブロックの送信と第２および第３のデータブロックの同時送信
との間に時間のギャップがありうる。このデータのギャップの間に、基地局はある他のタ
スクを実行する、または他のデータブロックを送信することができよう。
【００４３】
　図３Ａおよび３Ｂは、本発明によるデータキャリアの選択を可能にするデータブロック
の送信に関する実施形態の説明である。データブロックの送信を説明するこれらの図およ
び以降の図では、データキャリアを周波数キャリアにより表す。とはいえ、これは本発明
による可能なデータキャリアの単に説明のためであり、限定するものでない例と見るべき
である。
【００４４】
　通信セッションでは、第１のデータブロック１２をデータキャリアｆ１において関係す
る受信ユニット（単数または複数）に送信する。この第１のデータブロック１２は必ずし
もセッションにおいて送信する第１のデータブロックそのものである必要はなく、実際に
は任意の所与のデータブロックでありうることに注意されたい。受信ユニット（単数また
は複数）はデータブロック１２を受信し、このデータブロック１２の受信品質を表す品質
示度を生成、または推定する。他の関係するデータブロックが以前に送信されていれば、
この品質示度は累積品質でありえよう。
【００４５】
　図３Ａで、第１のデータブロック１２以外に他の情報を含む第２のデータブロック１６
を、次いで同じデータキャリアｆ１において送信する。受信ユニット（単数または複数）
は、好ましくは同様に第２のデータブロック１６を受信し、このブロック１６に対する受
信品質示度を推定する。次いで、各受信ユニットはそのそれぞれの推定受信品質示度（単
数または複数）に基づいて、利用可能なキャリアｆ１、ｆ２の中で選択を行う。本発明の
第１の実施形態では、第１のデータブロック１２または第２のデータブロック１６に関連
する受信品質のみを選択処理において使用する。一方、本発明の好ましい実施形態では、
これらデータブロック１２，１６の双方を表す受信品質示度を好ましくは選択に使用して
、より多くの選択基盤を提供する。この後者の場合、２つのデータブロック１２，１６は
共通の情報に基づいていないので、２つの異なる品質示度を使用し、累積品質を使用しな
い。
【００４６】
　この説明のための例では、第３のデータブロック１４を第１の１２および第２の１６の
データブロックと同じデータキャリアｆ１で送信し、第３のデータブロック１４は第１の
ブロック１２を再送信したものである。第２のデータブロック１６を再送信したものであ
る、第４のデータブロック２２を同時に送信するのに、他のデータキャリアｆ２を使用す
る。
【００４７】
　受信ユニットが第１の送信後、第１のデータブロック１２の復号に失敗したが、第２の
データブロック１６の第１の送信後、その復号に成功したと想定しよう。受信ユニットは
、第１のブロック１２の（低）受信品質および第２のブロック１６の（高）受信品質に基
づいて、第１のブロックを再送信する周波数ｆ１を聴取する、即ち第１のデータブロック
１４を受信することを選択することができる。従って、第１の送信中に第１のデータブロ
ック１２の復号に成功するが、第２のデータブロック１６の復号に成功しなかった受信ユ
ニットは、受信品質指示情報に基づいて第４のデータブロック２２（第２のブロック１６
を再送信したもの）を受信する、即ち他の周波数ｆ２を聴取することを典型的に選択する
。
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【００４８】
　データを送信するこの実施形態では、３送信機会のみに一度、第１の１２および第２の
１６のデータブロック双方を送信および再送信する機会を提供する。これを、一つのデー
タキャリアを有し、４送信機会を要するであろう同時データブロックの送信を行わない対
応する従来技術の状況と比較すべきである。
【００４９】
　図３Ｂは、同じキャリアｆ１における第１の送信直後に、第１のブロック１２の再送信
１４が続く幾らか異なるシナリオを説明する。第１の周波数ｆ１において第３のデータブ
ロック１４を送信する場合、その場合第２のデータブロック２２の第１の送信が他の周波
数ｆ２において同時に生じる。このデータブロック２２の再送信１６は次いで第１の周波
数ｆ１においてである。
【００５０】
　第１の送信において第１のデータブロック１２を正しく受信した受信ユニットは、次い
で時間インスタンスｔ１において第２のデータブロック２２を正しく受信することができ
る可能性のある他のキャリアｆ２を聴取することを選択することができる。第１のデータ
ブロック１２の第１の送信がその正しい復号を可能にするのに十分でなかったとすれば、
受信ユニットは、好ましくはこのブロック１２の再送信１４の受信を可能にするために第
１のキャリアｆ１を聴取することを続ける。このような受信ユニットは、次いで第２のブ
ロック２２を再送信したもの１６を受信し、復号することにより、時間インスタンスｔ２
において第１の１２および第２の２２のデータブロックの情報を次いで正しく受信した可
能性がありうる。
【００５１】
　一つのデータキャリアを有し、データブロックを同時送信しない従来技術の状況では、
全ての受信ユニットは時間ｔ２まで待つ必要があり、その後第１および第２のデータブロ
ックに含まれる情報を受信することができるであろうが、本発明によれば、これは時間ｔ
１（ｔ１＜ｔ２）において行うことができる。
【００５２】
　これら簡単な信号通知図により説明したように、本発明により受信ユニットの総受信時
間を増加させることなく、データブロックの再送信の導入を可能にする。
【００５３】
　図３Ｂのデータブロック１４に含まれる情報は、データブロック１２の情報に同じであ
るか（または少なくともデータブロック１２との共通の情報に基づき）、データブロック
２２の情報に同じであるか（または少なくともデータブロック２２との共通の情報に基づ
き）、またはデータブロック１２、２２に無関係でありうることに注意されたい。同時デ
ータブロック１４および２２が共通の情報に基づく場合、２つのデータブロック１４、２
２を異なるデータ速度で送信することができ、異なるように符号化し、および／または幾
らか異なるが、なお関係する情報を含むことができよう。後者の場合、データブロック１
４は、例えば以前に送信したデータブロックを再送信したものでありうるが、データブロ
ック２２はこの以前のデータブロックに関係する冗長性の増分を含む。
【００５４】
　受信品質に基づき、異なるデータブロックを同時に搬送する、少なくとも第１および第
２のデータキャリア間の選択を参照して、本発明を以前に記述した。図４Ａおよび図４Ｂ
は、本発明による「同時送信」または「同時に搬送する」ことの定義を説明する。
【００５５】
　当技術において良く知られるように、データまたは無線ブロックをＧＳＭ／ＥＤＧＥシ
ステムでは４つの連続するＴＤＭＡフレームにおける４つの無線バーストにより送信する
。４つの連続するＴＤＭＡフレームにおけるこれら４つの無線バーストは、共に所謂タイ
ムスロットを形成する。
【００５６】
　図３Ａまたは図３Ｂおよび図４Ａを参照すると、表現「同時送信」は、同じＴＤＭＡフ
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レーム３０－１乃至３０－４における対応する無線バースト／タイムスロットであるが、
異なるキャリア周波数ｆ１、ｆ２におけるデータブロック１４およびデータブロック２２
の送信を含む。例えば、キャリア周波数ｆ１におけるタイムスロットＴＳ１に関連する無
線バーストをデータブロック１４に使用し、タイムスロットＴＳ１に関連するが、キャリ
ア周波数ｆ２における無線バーストをデータブロック２２に使用する。一方、本発明によ
る表現「同時送信」は、この説明のための例に限定されないが、またデータブロック１４
の少なくとも一部を、データブロック２２の少なくとも一部を送信するのと同じ時間間隔
内において送信することを意味する、複数の送信の時間において部分的な重複が存在する
状況を含む。
【００５７】
　図４Ｂは、送信において部分的な重複があるこの状況を説明する。データブロック１４
をタイムスロットＴＳ１および４つの連続するＴＤＭＡフレーム３０－１乃至３０－４に
関連する４つの無線バーストにおいて送信する。一方、データブロック２２をタイムスロ
ットＴＳ１およびＴＤＭＡフレーム３０－２乃至３０－５の４つの無線バーストにおいて
送信する。これは、データブロック２２の送信を行わないＴＤＭＡフレーム３０－１にお
いて、データブロック１４の一部を送信することを意味する。ＴＤＭＡフレーム３０－２
乃至３０－５では、両データブロック１４、２２のデータを送信するが、周波数はｆ１、
ｆ２と異なる。最後に示すＴＤＭＡフレーム３０－５では、データブロック２２の一部の
みを送信する。
【００５８】
　従って、本発明により定義する場合、同時送信にはまた２つのデータブロックの送信に
おいて部分的な重複がある状況を含む。データブロック１４に使用する無線バーストと同
じ位置におけるＴＤＭＡフレーム内に位置する無線バーストを使用して、データブロック
２２を送信する必要は必ずしもないことにさらに注意されたい。図４Ｂを参照すると、Ｔ
ＤＭＡフレーム３０－１乃至３０－４においてＴＳ１で示す無線バーストにおいて、デー
タブロック１４を送信することができようが、例えばデータブロック２２はＴＤＭＡフレ
ーム３０－２乃至３０－５においてＴＳ０で示す無線バーストにおいて送信することがで
きよう。本発明による同時送信のさらなる例では、データブロック１４の少なくとも一部
をデータブロック２２の少なくとも一部と同じＴＤＭＡフレーム内において送信する。
【００５９】
　図５は、本発明を使用するＧＳＭ／ＥＤＧＥ通信システムの制御ブロックまたはフレー
ムにおけるデータまたは無線ブロックの可能な構成を説明する。当業者には良く知られる
ように、受信ユニットに送信すべきデータまたは情報、例えばＭＢＭＳデータを、複数の
情報ビットを含むＬＬＣ（Logical Link Control、論理リンク制御）ブロックまたはフレ
ームに組織化する。このようなＬＬＣフレームを次いで恐らく異なるサイズのＲＬＣ（Ra
dio Link control、無線リンク制御）ブロックに分割する。ＲＬＣブロックを、固定の「
そのままのビットサイズ」を有するであろう無線ブロック（radio blocks、ＲＢｓ）に詰
め込む。ＲＬＣブロックが有する可能性のある種々のサイズの結果、無線ブロックは１以
上の、典型的には２までのブロックを含むことができる。無線ブロックを、次いでタイム
スロット、即ち４つの連続するＴＤＭＡフレームにおける４つの無線バーストにより送信
する。
【００６０】
　ＧＳＭ／ＥＤＧＥシステムに適用する場合、本発明において定義するように、データブ
ロックは所謂無線ブロックまたはＲＬＣブロックでありうる。本発明によるデータキャリ
アの選択は、次いで以前に受信した無線ブロックの受信品質に基づいて無線ブロックベー
スで行うことができるか、または以前に受信したＲＬＣブロックの受信品質に基づいてＲ
ＬＣブロックベースで行うことができる。ＲＬＣブロックサイズが無線ブロックサイズに
等しい、即ち２つのブロックタイプの間に１対１の関係がある場合、これら２つの実施形
態の間に一般的に相違はない。一方、無線ブロックが、無線ブロックの最初の２つの無線
バーストにより挟まれたものと、残りの２つのバーストにより挟まれた他のものとの２つ
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のＲＬＣブロックを含む場合、データキャリアの選択はバースト対をベースに行うことが
できる。これは、特にＭＣＳ－８およびＭＣＳ－９などの高度な変調および符号化方式（
modulation and coding scheme、ＭＣＳ）には魅力的である。この場合、ブロックヘッダ
は２つのデータキャリアにおいて好ましくは同一であり、ＲＬＣブロックベースのデータ
キャリアの選択を簡単にする。
【００６１】
　データキャリアの選択は、実際にはさらに細かな粒度、即ちバースト毎のベースで行う
ことができよう。例えば、受信ユニットは無線ブロックの４つのバーストの中から３つの
みを受信することを選択し、その後復号を試行し、次いで別のデータキャリアに切り替え
ることができよう。このより細かな粒度により性能を改善するであろう。
【００６２】
　本発明によるデータキャリアの選択は、１以上のデータブロックの受信品質に加えて、
他の情報およびパラメータに基づくことができる。例えば、受信ユニットがデータブロッ
ク誤りの平均確率を最小化することのないデータキャリア選択方式を使用するのは時に有
利であることがある。以上に記述し、図５で説明したように、データブロック（無線ブロ
ックおよびＲＬＣブロック）をＬＬＣフレームに典型的に組織化する。例えばデータブロ
ックの再送信は全て受信に成功することなく既に行われているので、受信ユニットがある
ＬＬＣフレームの１データブロックは永久に失われたと結論付けたとすれば、ＬＬＣフレ
ームは永久に失われたとみなすことができる。このような場合、受信ユニットにＬＬＣフ
レームの残りのデータブロックを受信する可能性が十分にあるであろうとしても、受信ユ
ニットはそのＬＬＣフレームの残りのデータブロックを完全に無視し、代わりに正しく受
信する可能性の低いであろう他のデータブロック（他のＬＬＣフレームに属す）に優先権
を与えることができる。従って、ユニットがそのＬＬＣフレームの全てのデータブロック
、または少なくとも最少量のデータブロックを正しく受信したとすれば、その場合にのみ
ＬＬＣフレームを典型的に成功裡に受信し、意味があるので、受信ユニットが個々のＬＬ
Ｃフレームの１以上のデータブロックを成功裡に受信することに失敗したとすれば、受信
ユニットはそのＬＬＣフレームの残りのデータブロックを受信し、復号を試行することか
ら得るものがないことが多い。
【００６３】
　図３Ｂで第１のデータブロック１２が第１のＬＬＣフレームに属し、第２のデータブロ
ック２２が第２のＬＬＣフレームに属すと仮定しよう。さらに、受信ユニットが以前に、
データブロックの再送信を含む、例えば第１のＬＬＣフレームに属すデータブロックを正
しく受信することに失敗していると仮定しよう。このような場合、第１のデータブロック
１２の受信品質が、このブロックが正しく受信されなかったことを明らかにするとしても
、第１のブロックの受信品質および第１のＬＬＣフレームの失敗したデータブロックの情
報に基づいて、受信ユニットは第２の周波数キャリアｆ２を聴取することを選択し、別の
失敗していないＬＬＣフレームに属す第２のデータブロック２２を受信することを試行す
ることができる。
【００６４】
　別の例で、以前のデータブロック、例えばブロックの再送信残存期待数と同じ情報に基
づくデータブロックの残存期待数に関する情報を本発明によるデータキャリアの選択に使
用することができる。例えば、受信ユニットが第１のデータブロックを正しく受信するこ
とに失敗し、この失敗ブロックの１回のみの再送信が第１のデータキャリアにおいて近々
期待されることを知らされると仮定しよう。さらに、受信ユニットが目下非常に悪い無線
品質に遭遇しており、データブロックの受信に成功する確率が低いと仮定しよう。このよ
うな場合、第１のデータブロックの最後の再送信を正しく受信し、データブロックの情報
を復号する確率は非常に低いであろう故、受信ユニットが第１のデータキャリアを聴取す
るのは無駄であろう。その場合、第１のデータブロックを第１のデータキャリアにおいて
送信するのと同時に第１のデータキャリアにおいて送信される新しいデータブロックの少
なくとも幾らかの情報を受信することを試行するために、別のデータキャリアを聴取する
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のが典型的により好ましい。
【００６５】
　別の状況で、失敗した第１のデータブロックの再送信期待数は第１のデータキャリアで
は２以上でありうる。このような場合、第１のデータブロックの１つの再送信を第１のデ
ータキャリアにおいて同時に行う場合、受信ユニットは失敗した第１のデータブロックの
受信品質およびこのブロックの再送信数に関する情報に基づいて、別のデータキャリアを
聴取することを選択することができる。これは、失敗した第１のデータブロックの受信品
質が、このブロックの情報を復号するのに成功するためには、このブロックのもう１つの
みの再送信を受信すれば十分であると期待されることを示したためでありうる。その場合
、受信ユニットはこのブロックの全ての再送信を聴取する必要はなく、その代わりに１以
上のこれらの再送信中に別のデータキャリアを聴取することを選択することができる。
【００６６】
　本発明によるデータキャリアの選択は、また第１および／または第２のデータキャリア
に関連するチャネル品質に部分的に基づきうる。例えば、第１のデータブロックを例えば
第２のデータキャリアで送信する場合、復号誤りが生じ、第１のデータブロックの受信が
不成功になるとしても、チャネル／キャリア品質は良好であると仮定しよう。推定チャネ
ル品質データから、第２のデータキャリアの品質は劣化しているが、第１のキャリアのチ
ャネル品質は良好であることが分かる。このような場合、第１のデータキャリアを聴取し
、そこで送信されるデータブロックを受信するのがより有利でありえよう。
【００６７】
　所与のデータキャリアの低いチャネル品質がそのデータキャリアにおいて送信するデー
タブロックの受信に成功しない確率を高め、従ってデータブロックの受信品質に典型的に
（悪く）影響することに注意されたい。一方、データブロックの受信品質は、またチャネ
ル品質以外のパラメータを考慮し、受信品質は低いが、チャネル品質は高い状況が起こり
うる。
【００６８】
　図６は、図２の選択するステップＳ２の実施形態をさらに詳細に説明するフローチャー
トである。本方法は図２のステップＳ１から続く。第１の選択可能なステップＳ１０で、
受信ユニットは以前に受信したデータブロックと同じ情報に基づくデータブロックの残存
期待数に関する情報、例えばデータブロックの残存再送信数を提供する。あるいは、少な
くとも２つのデータキャリアにおける次に続くデータブロックの再送信期待数に関する情
報を使用することができる。この情報を受信ユニットと通信し、データブロックを受信ユ
ニットに送信する送信器から受信することができる。別の実施形態では、受信ユニットは
以前に受信したデータブロックに基づきこの数自体を判断する。例えば、個々の送信ユニ
ットが使用する送信方式は、データブロックを合計で３回送信する、即ち最初の送信およ
び２回の再送信であるようなものでありえよう。このような場合、受信ユニットは、デー
タブロックを既に受信した回数に基づいて残存送信数を推論、即ち少なくとも推定するこ
とができる。本情報を、また送信器から間接的に受信することができ、その場合送信器は
受信ユニットに現通信セッションに使用するであろう特定の送信方式を通知する。次に、
受信ユニットはこの方式通知およびブロックを既に受信した回数に関する情報に基づいて
残存再送信数を判断する。
【００６９】
　次の選択可能なステップＳ１１で、受信ユニットは、以前に失敗したデータブロックが
属すＬＬＣフレームに関する情報と共に以前に失敗したデータブロックと関連するブロッ
ク検出誤りデータを提供する。従って、受信ユニットは、好ましくはデータブロックの再
送信、または少なくともそのＬＬＣフレームに属すデータブロックの最少数を含む、デー
タブロックを受信するのに失敗したために失敗したと見なすＬＬＣフレームの通知を格納
する。
【００７０】
　ステップＳ１２で、受信ユニットは第１のデータブロックの受信品質に基づき（図２の
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ステップＳ１参照）、かつ再送信数およびブロック誤りデータまたは失敗ＬＬＣフレーム
データに関する情報の少なくとも１つに基づきデータキャリアを選択する。第１の実施形
態では、受信品質および再送信数のみを選択処理に使用する。第２の実施形態では、受信
品質およびブロック誤りデータ／失敗ＬＬＣフレームデータを使用するが、第３の実施形
態では、受信品質、再送信数およびブロック誤りデータ／失敗ＬＬＣフレームデータを使
用する。次いで、本方法は図２のステップＳ３に続く。
【００７１】
　本発明のさらなる実施形態では、図６の選択ステップＳ１２は、受信品質および選択可
能な再送信数および／またはブロック誤りデータと共に、第１および／または第２のデー
タキャリアのキャリア品質に基づきうる。
【００７２】
　図７は、本発明により受信品質に基づきデータキャリアの選択を可能にする複数のデー
タキャリアでデータブロックを同時に送信する別の方法を説明する。この図７は、第２の
周波数キャリアｆ２を使用して複数のデータブロックを有する第２のストリーム２０を送
信すると同時に、複数のデータブロックを有する第１のストリーム１０を搬送する第１の
周波数キャリアｆ１を示す。
【００７３】
　第１のデータストリーム１０は複数のデータブロックを有する第１のセット１５を含み
、第２のデータストリーム２０は同様に複数のデータブロックを有する第２のセット２５
を含む。さらに、第２のセット２５における各データブロックは第１のセット１５のデー
タブロックと同じ情報に基づく。本発明の好ましい実施形態では、第２のセット２５にお
ける各データブロックは第１のセット１５のデータブロックにおける情報の少なくとも一
部を含み、より好ましくは、第２のセット２５における各データブロックは第１のセット
１５のデータブロックの再送信である。
【００７４】
　第１のデータストリーム１０内の第１のセット１５のデータブロックの位置は第２のデ
ータストリーム２０内の第２のセット２５の対応する位置と一致することがある。このよ
うな場合、第１のセット１５の最初から最後までのデータブロックを第１の周波数ｆ１に
おいて送信し、同時に第２のセット２５の最初から最後までのデータブロックを第２の周
波数ｆ２において送信する。一方、本発明の好ましい実施形態では、第２のセット２５が
有するデータブロックの送信は、図７に示すように第１のセット１５の対応するデータブ
ロックに対して時間的に遅れる。これは、第１のセット１５の第１のデータブロック１２
を第１のキャリアｆ１で送信する場合、第２のセット２５に属さないデータブロックを第
２の周波数ｆ２で同時に送信することを意味する。２つのセット１５、２５の送信におい
て部分的重複が存在しえるので、第１のセット１５のデータブロック１４の少なくとも１
つを第１の周波数ｆ１で送信する場合、第２のセット２５のデータブロック２２を第２の
セット２５において同時に送信する。別の実装では、２つのセット１５、２５のデータブ
ロックの重複のない送信を使用することができ、従って第２のセット２５の第１のデータ
ブロック２２を送信すべき場合、第１のセット１５の最後のデータブロック１４を既に送
信している。
【００７５】
　図に示すように、第２のセット２５は第１のセット１５を時間的に遅らせたものであり
えよう。あるいは、第２のセット２５は第１のセット１５を再シャッフルしたものであり
え、従って第２のセット２５が有するデータブロックの相対的順序は第１のセット１５の
対応するデータブロックの相対的順序とは異なる。さらに、第２のセット２５は第１のセ
ット１５を再シャッフルしたものでありえ、また第１のセットに対して遅れる（送信にお
いて部分的重複があるか、または重複はない）。
【００７６】
　図７から分かりうるように、周波数キャリアの個々の選択に応じて、受信ユニットはデ
ータブロックの３回までの再送信の受信、即ち合計で４回の受信試行を行う可能性があり
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うる。これは、対応する１つの周波数キャリアのみ、例えばｆ１を有する状況と比較すべ
きであり、その場合受信ユニットは最大で１回の再送信を受信することができよう。大部
分の実際の通信システムでは、さもなければスループットが低くなりすぎるので、同じデ
ータキャリアでは平均でただ１回、または最大２回までの再送信が可能であることに留意
されたい。従って、本発明はさらに可能性のある受信試行を行い、この試行では残存デー
タブロックの誤り率を大きく減じるが、スループットの低下はない。
【００７７】
　所与の受信ユニットが、例えば時間インスタンスｔ１まで第１の周波数キャリアｆ１を
聴取していたと仮定しよう。その場合、受信ユニットにはこの時間インスタンスｔ１にお
いて、第１のセット１５の最後のデータブロック１４を受信するために第１の周波数ｆ１
を聴取することを続けるか、または第２のセット２５の最初のデータブロック２２を受信
するために第２の周波数ｆ２にキャリアを変更するかの選択肢がある。この周波数の選択
は好ましくは少なくとも部分的にデータブロックＤＢ２、１９、１２の受信機会の総合品
質を表す累積品質に基づく。従って、この選択処理においてパラメータをさらに使用せず
、データブロックＤＢ２の２つの可能性のある受信機会が、情報を正しく復号するのに十
分でなければ、受信ユニットは好ましくは累積品質を反映した第２の周波数ｆ２を選択す
る。その他の場合、受信ユニットは好ましくは第１の周波数ｆ１を聴取することを続ける
。
【００７８】
　図８は、図２の受信方法の追加工程を説明するフローチャートである。本方法はステッ
プＳ２０において始まり、ここで受信ユニットは第１のデータブロックのセットおよび／
または第２のデータブロックのセットに関連する方式情報を提供する。このように、この
方式情報は受信ユニットが第１および／または第２のセットにおけるデータブロックの相
対的順序を推論するのを可能にする。この方式情報は、さらに全てのデータキャリアにお
けるデータブロックの送信順序、例えば第１および／または第２のデータストリームにお
けるデータブロックの相対的順序に関する情報を提供することができよう。
【００７９】
　送信ユニットが常に特定の（標準化）送信方式を使用し、受信ユニットが事前に（固定
した）データブロックの順序を知ることは可能でありえよう。このような場合、方式情報
の提供は勿論不要であり、ステップＳ２０を省略することができる。一方、送信ユニット
が選択することができる、幾つかの事前に定義された利用可能な送信方式が存在しえよう
。これら種々の方式は、例えばそれぞれ高い中の低い無線品質、種々のデータタイプ、送
信ユニットにおける利用可能なハードウエアなど、種々の無線条件に対して適応すること
ができよう。このような場合、送信ユニットは好ましくは現通信セッションにおいて使用
する特定の選択する方式の通知をステップＳ２０で受信ユニットに送信する。この方式の
通知はセッション設定手順の一部であるか、または後に送信することができよう。利用可
能な標準方式が存在しなければ、送信ユニットは好ましくは、例えばセッション設定中に
種々のキャリアにおける後続するデータブロックの送信をステップＳ２０で受信ユニット
に通知する。このような通知により、例えば各データブロックを第１のキャリアにおいて
一度まず送信し、同じキャリアにおいて第１の再送信が続くことを知らせることができよ
う。第２および第３の再送信はその後、事前に規定された間隔で続くが、データキャリア
は別である。
【００８０】
　ステップＳ２０の別の実装では、受信ユニットは別のセットまたは別のデータキャリア
におけるデータブロックの相対的順序に基づいて、少なくとも１つのセットまたは少なく
とも１つのデータキャリアにおけるデータブロックの相対的順序を判断する。例えば、幾
つかのデータブロックはキャリアの１つにおいて第１または第２のセットまたはストリー
ムに先行することができる（図７のデータブロックＤＢ１、ＤＢ１およびＤＢ２）。その
場合、受信ユニットはこれら先行するデータブロックの相対的順序に基づいて、データブ
ロックの後続の順序を判断することができる。この手順は拡張することができ、受信ユニ
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ットは恐らく種々のデータキャリアにおいてそれまでに受信したデータブロックの順序を
使用して、少なくとも１つのデータキャリアにおける後続のデータブロックに関して期待
する相対的順序をステップＳ２０において判断する。
【００８１】
　データブロックの相対的順序、即ち送信方式を固定することができ、これは１つの、同
じ送信方式を、通信セッションを通じて使用することを意味する。他の実装では、適応的
、即ち可変方式を使用することができ、送信方式をセッション中に変更し、更新する。そ
の場合、受信ユニットが自ら方式の変更を推論することができない限り、送信ユニットは
好ましくは受信ユニットにこの方式変更を通知する。
【００８２】
　特定の送信方式は、所与のデータキャリアにおけるデータブロックの相対的順序が、別
のデータキャリアにおけるデータブロックの相対的順序と同じである必要があることを必
ずしも意味する必要がないことに注意されたい。
【００８３】
　次のステップＳ２１で、受信ユニットは本発明によりデータブロックを同時に送信する
のに使用されるであろう、少なくとも１つのデータキャリアを指定するキャリア情報を提
供する。この提供ステップＳ２１を、送信ユニットが使用するデータキャリアまたは少な
くとも１つのデータキャリアの特定情報を、例えばセッション設定時に送信することによ
り実現できよう。後者の場合、受信ユニットは好ましくは通知されたキャリアの特定情報
に基づき他のデータキャリア（単数または複数）を特定する。
【００８４】
　同じデータキャリアを、通信セッションを通じて使用することができよう。一方、本発
明は、またキャリア変更を使用する通信システムにも適用可能である。このような場合、
送信ユニットまたはシステムにおけるある他のネットワークノードは好ましくは新しいデ
ータキャリア（単数または複数）または周波数ホップｖを受信ユニットに通知する。後者
の場合、受信ユニットはｆ１＋ｖ、ｆ２＋ｖにより新しい周波数キャリアを計算すること
ができる。また、異なる周波数キャリアに異なる周波数ホップｖ１、ｖ２を使用すること
も可能でありえよう。
【００８５】
　使用するデータキャリアの数はセッション中に変化することがありうることに注意され
たい。例えば、元から２つのデータキャリアを有する場合、第３のデータキャリアをセッ
ション中に追加することができ、セッションにおいてデータブロックを同時に送信するの
に合計３つのデータキャリアを使用する。また、反対もありうる、即ちデータキャリアを
除去し、セッションを通じて最早使用しないことが可能である。データブロックを同時に
送信するのに使用することができる、少なくとも２つの残りのデータキャリアがある限り
これで申し分ない。
【００８６】
　次いで、本方法は図２のステップＳ１に続く。
【００８７】
　図９は、本発明によるデータブロックを送信する実施形態を説明するフローチャートで
ある。本方法はステップＳ３０において始まり、ここで送信ユニット、例えば基地局は、
送信ユニットとの通信セッションに参加する少なくとも１台の受信ユニットに送信する複
数のデータブロックを含む第１のデータブロックのセットを提供する。データブロックの
この第１のセットを送信ユニットにおけるアプリケーションから提供することができるか
、または別の送信ユニット、ネットワークノードまたはサービスプロバイダ、例えばＭＢ
ＭＳサーバから以前に受信している。
【００８８】
　次のステップＳ３１で、第１のセットが有する複数のデータブロックの相対的順序を再
シャッフルし、複数のデータブロックを有する第２のセットを生成する。従って、第２の
セットが有するデータブロックの相対的順序は第１のセットが有するデータブロックの対
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応する順序とは異なる。第２のセットが有するデータブロックは、さらに第１のブロック
のデータブロックと同じ情報を含む。
【００８９】
　第１のデータブロックのセットを含む複数のデータブロックを有する第１のストリーム
を次いで第１のデータキャリアにおいてステップＳ３２で送信し、同時に第２のデータブ
ロックのセットを含む複数のデータブロックを有する第２のストリームを第２のデータキ
ャリアにおいて送信する。
【００９０】
　本発明の個々の実施形態で、第１および第２のストリームは構成上第１および第２のデ
ータブロックのセットをそれぞれ含む。これは、基本的に第１のセットのデータブロック
を第１のデータキャリアにおいて送信する場合、第２のセットのデータブロックを第２の
キャリアにおいて同時に送信することを意味する。他の実施形態では、第１および第２の
ストリームは第１および第２のデータブロックのセットの他にさらなるデータブロックを
それぞれ含む。これらの場合、第２のセットのデータブロックの送信は、第１のデータブ
ロックのセットの送信と同時に生じたり、第１のブロックのセットの送信と部分的に重複
したり、または第１のセットの送信と時間的に分離し、２つのセットのデータブロックの
送信に重複がないことがありうる。
【００９１】
　この手順は、勿論３以上のデータキャリアおよびデータブロックのセットに拡張するこ
とができる。例えば、第１のデータブロックのセットをまず第１のデータキャリアにおい
て送信し、第２のデータブロックのセットを第２のデータキャリアにおいて（同時に、重
複して、または重複しないで）送信し、第１のブロックのセットおよび第２のブロックの
セットを再シャッフルしたものである第３のデータブロックのセットを第３のデータキャ
リアにおいて（同時に、重複して、または重複しないで）送信する。あるいは、第１また
は第２のブロックのセットを遅延させたものを、その後第３のデータキャリアにおいて（
重複して、または重複しないで）送信することができよう。
【００９２】
　そこで、本方法は終了する。
【００９３】
　図１０は、図９の送信方法の追加工程を説明するフローチャートである。本方法は図９
のステップＳ３１から続く。次のステップＳ４０で、第１および／または第２のセットお
よび／または第１および／または第２のストリームに使用する送信方式を受信ユニットに
通信する。このようにして、ブロックセットまたはブロックストリームの少なくとも１つ
のデータブロックの相対的順序をこのステップＳ４０で送信する。標準化、または事前定
義された、利用可能な送信方式の場合、少なくとも１つのこのような方式を使用する特定
情報を送信することができる。それ以外の場合、さらに詳細なブロック順序の情報を好ま
しくは送信する。
【００９４】
　次のステップＳ４１で、使用するデータキャリアの情報を通信する。この情報は使用す
る全てのデータキャリアまたは１つのみ若しくはその部分の特定情報を含むことができよ
う。後者の場合、受信ユニットは好ましくは送信された特定情報（単数または複数）に基
づき、自ら通知されないキャリア（単数または複数）を判断することができる。
【００９５】
　方式情報およびキャリア情報の通信は、例えばセッション設定中または通信セッション
中のあるその他の時間に共にまたは分離して送信することができる。静的方式および／ま
たはデータキャリアを使用することができよう。一方、あるアプリケーションでは、使用
する送信方式および／またはデータキャリアを適応させるか、または変更することができ
ることが好ましいことがありえよう。このような場合、新しい方式および／またはデータ
キャリア（単数または複数）の情報を好ましくは関係する受信ユニットに通信する。
【００９６】
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　図１１は、本発明の実施形態によるデータブロックの送信を説明する信号図である。こ
の図で、複数のデータブロックを有する第１のセット１５を含む第１のブロックストリー
ム１０を第１のデータキャリアｆ１において送信し、同時に複数のデータブロックを有す
る第２のセット２５を含む第２のブロックストリーム２０を第２のキャリアｆ２において
送信する。図で分かるように、第１のセット１５の各ブロックは第２のセット２５におい
て対応するもの（再送信したもの）を有するが、ブロックの相対的順序は２つのセット１
５、２５で異なる。
【００９７】
　本発明の好ましい実施形態では、第１のセット１５は第１のデータブロック１１を含み
、これに第１のデータブロック１１と同じ情報に基づく、例えば第１のブロック１１を再
送信したものである第２のデータブロック１３が（直後に）続く。この第２のデータブロ
ック１３に次に少なくとも１データブロックを含む第１のブロックシーケンス１７が続く
。対応して、第２のセット２５は好ましくは第１のデータブロック１１を再送信したもの
２１を含み、これに少なくとも１データブロックを含む第２のブロックシーケンス２７が
続く。その後、第２のデータブロック１３を再送信したもの２３が続く。換言すれば、第
１のセット１５において、第１のデータブロック１１とその第１の再送信したもの（第２
のデータブロック）１３との間の相対的「ブロック距離」は、好ましくは第２のセット２
５における第１のブロック２１と第２のブロック２３との間の対応する「ブロック距離」
より短い。この理由は、高速チャネル符号化によるデータブロックに対する２回のみの送
信試行（データブロック１１，１３の送信）の後のダイバシティにより不利でありうるが
、第３（データブロック２１）および同じか、または関係する情報の後続（データブロッ
ク２３）の送信試行に対するダイバシティによる利点があるからある。これは、ブロック
の第１の送信およびその第１の再送信は、好ましくは比較的短い時間の間に行われるが、
その後の再送信はダイバシティを行うために好ましくは時間的に広がることを意味する。
【００９８】
　異なるデータキャリアにおいて異なるブロック距離を使用する別の理由は、多くのデー
タキャリアにおいて非同期手法で送信する多くの送信ユニットを有する構成において、あ
るデータブロックを受信する多くの可能性を受信ユニットに与える確率を増すためであり
えよう。異なる送信ユニットが同じ順序でデータブロックを送信し、異なる時間のずれの
みがあるのであれば、同じデータブロックを常に同時に送信する２台の送信ユニットを有
する確率はかなり高いであろう。その場合、これは２台の送信ユニットが受信ユニットに
所与のデータブロックを受信するのに１台の送信器を超える機会を提供しないであろうこ
とを意味する。一方、データブロックを異なる送信ユニットにより異なる順序で送信すれ
ば、自由度が劇的に増加し、２台の送信ユニットが同じデータブロックをしばしば同時に
送信しているであろうことはあまりありそうに無い。
【００９９】
　伝播遅延が本質的であれば、類似の議論は同期ネットワークにおいても適用できる。送
信ユニットが同時に同じデータブロックを送信しないことを保証するとしても、異なる伝
播遅延の故に、１つの同じデータブロックがなお異なる送信器から受信ユニットに同時に
到着することがありうる。
【０１００】
　異なるデータキャリアにおける異なるブロック距離を有する先に説明した状況は、デー
タブロック１１の再送信１３、２１、２３と比較して、特にデータブロック１１の第１の
送信に異なるデータ速度または符号速度を使用する場合に適合する。従って、第１の送信
１１は好ましくは高速データ速度を有し、ダイバシティを避けるために１つのデータキャ
リアｆ１において受信することができようが、再送信１３、２１、２３は実際上より遅い
データ速度をもたらし、ダイバシティを増やすために異なるキャリアｆ１、ｆ２において
受信することができよう。このような場合、データブロック１１を送信する場合は毎回、
第１のデータ速度により送信する。このブロック１１の再送信１３、２１、２３を少なく
とも第１の速度より好ましくは遅い第２のデータ速度により送信する。これら再送信１３
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、２１、２３の全てを第２の速度において行う、即ち遅い速度を各再送信１３、２１、２
３に使用することができよう。
【０１０１】
　さらに拡張する場合、第１の送信１１を全ての無線バーストに対して１つの周波数ｆ１
を使用して送信するが、再送信は各バーストで異なる周波数において送信し、最大のダイ
バシティをもたらすことができよう。
【０１０２】
　図１１の第２のストリーム２０において示したように、送信ユニットは１つのデータキ
ャリアｆ２における送信を一時的に中断することがある。このような送信の中断には種々
の理由が存在しうる。データキャリアは一時的に非常に低い無線品質レベルまたは高い干
渉レベルに遭遇することがありえ、従ってその点では基本的にデータブロックを送信する
ことに意味がない。あるいは、このキャリアｆ２を使用する他のセッションに関係するデ
ータを送信することを含む他のタスクを実行することに、送信ユニットが一時的に多忙で
ありうる。
【０１０３】
　図１１に示すスケジューリング方式を使用して、シミュレーションを実行した。これら
のシミュレーションでは、データブロックはＭＣＳ－６ＲＬＣブロックであった。まずは
簡単さのため、１タイムスロットのみを考慮し、１０ｋビット／秒の望ましいビット速度
を想定した。この数字はＭＢＭＳサービスに大いに関係する、というのは凡そ４０ｋビッ
ト／秒がＭＢＭＳによるビデオストリーミングに必要であり、ＭＢＭＳにおけるタイムス
ロットの最大数は４であると考えられ「１」、タイムスロット当りの目標ビット速度とし
て１０ｋビット／秒を与えるからである。さらに、５００バイトのＬＬＣフレームサイズ
を使用し、それ故ＬＬＣは７ＲＬＣブロックを構成上含む。１％のＬＬＣ損失率はこれら
のシミュレーションでは容認できると考えられる。
【０１０４】
　１つのデータキャリア（周波数）のみを有する従来技術の解決策によれば、ＭＣＳ－６
に対する３０ｋビット／秒の公称速度は、各ＲＬＣブロックの３回の送信、即ち２回の再
送信が（１０＝３０／（１＋２））となりうることを意味する。この従来技術の解決策に
対して得られるＬＬＣ損失率を、図１２において「３ＴＸ］曲線により示す。明らかに、
損失率が１％を超える場合、サービスは１１乃至１２ｄＢに劣化する。
【０１０５】
　２周波数、即ち本発明によれば、各ＲＬＣブロックを６回、即ち各周波数において３回
送信することができ、一方なお３０ｋビット／秒の公称速度（１０＝２ｘ３０／（１＋５
））に達する。図１１に示す送信方式を使用して、図１２の「各２周波数における３ＴＸ
」曲線を獲得した。図１２において見ることができるように、１％の損失率を約４ｄＢ低
いＣ／Ｉにおいて獲得する。ＥＦＲ（Enhance Full Rate）通話は良好に動作するには少
なくとも１０ｄＢを幾らか下回ることが必要であるので、通信ネットワークをこのＣ／Ｉ
レベルを提供することができるように構築することが多い。これは、本発明から得る４ｄ
Ｂの利得がＧＳＭの通話のために計画された通信ネットワークにおけるセルの境界におい
て受容可能なＭＢＭＳの品質を持つか、持たないかの差でありうることを意味する。
【０１０６】
　比較のために、１周波数を有するが、ＲＬＣブロックを３および４回再送信する従来技
術の状況を、またそれぞれ「４ＴＸ］および「５ＴＸ］曲線により図に示す。図１２に示
すように、１％の損失率において図１１のスケジューリング方式および本発明によるスケ
ジューリング方式は各ＲＬＣブロックの４回の再送信による従来技術の状況よりもさらに
良好でさえある。さらに、４回の再送信によるこの従来技術の状況と比較して、図１１の
スケジューリング方式のスループットは極めて大きい。
【０１０７】
　本発明の利得を、例えば使用するデータキャリアの数を増やすことによりさらに改善す
ることができる。使用するデータキャリアの数が大きくなると、セッションに参加する受
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信ユニットの数がキャリアの数よりもっと大きくても、通信システムの性能は１つの受信
ユニットに対する承認／非承認（acknowledgement/non-acknowledgement、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ）のフィードバックを有する専用の一時的ブロックフロー（dedicated temporary bl
ock flow、ＴＢＦ）の性能に近づく。
【０１０８】
　当技術において良く知られるように、幾つかの通信サービスおよびシステムに対して、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫの形式におけるトラフィックのフィードバックを使用することができる
。このようなフィードバックでは、データブロックの受信に成功しなかった受信ユニット
は基地局にそのことを通報し、ブロックの再送信を要求することができる。一方、このよ
うなＡＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバックを（同時に）行うことができるセル内の受信ユニ
ットの数は限定される（典型的には１６）ので、このようなフィードバックによる解決策
はＭＢＭＳおよびその他のブロードキャストおよびマルチキャストサービスには余り使用
しないか、または使用しないが、ブロードキャスト／マルチキャストセッションに同時に
参加する受信ユニットの平均数はフィードバックが可能なユニットの最大数よりさらに多
い（恐らく数十の移動ユニット）と予想される。それ故、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのフィードバ
ックはないが、比較的類似の性能を提供することが可能であることにより、本発明はこの
ようなマルチキャストおよびブロードキャストの導入をさらに可能にする。
【０１０９】
　図１２に示す結果を１つのタイムスロットにより得た。複数のタイムスロットがある場
合、複雑性がある。典型的に、受信ユニットはあるタイムスロットから次へデータキャリ
ア（周波数）を切り替えることはできない。これは、例えば４タイムスロットがある場合
、受信ユニットは無線ブロック毎に対する代わりに、４無線ブロックのグループに対して
のみデータキャリアを選択することができる。一方、同じＴＤＭＡフレームにおける隣接
タイムスロットは通常非常に似たフェーディング状態に遭遇し、図１３に示すようにＴＤ
ＭＡフレームの全タイムスロットに同じデータキャリアを使用する必要がある制約により
、性能に極めて大きな影響を持つには及ばない。
【０１１０】
　図１１の送信方式を再び使用したが、４タイムスロットに４並列データストリームを適
用した、即ち各ＲＬＣブロックを元の送信と同じタイムスロットにおいて全て送信した。
ＴＤＭＡフレームの全ての４タイムスロットには同じＣ／Ｉを与え、理想的周波数ホッピ
ングをＴＤＭＡフレーム間で使用した。２，５００ブロックをタイムスロット当りにシミ
ュレーションした。受信器周波数方式は非常に簡単であった、即ちこれまで正しく受信し
ていないＲＬＣブロックを、第２の周波数ｆ２の少なくとも１タイムスロットにおいて送
信しているのであれば、第２の周波数ｆ２で受信し、その他の場合であれば第１の周波数
ｆ１で受信する。
【０１１１】
　図１３で、「１周波数」の曲線は１周波数のみを持つ従来技術の状況を示し、「２周波
数、４ＴＳ」の曲線は以上で記述した４タイムスロットを持つ状況を表し、「２周波数、
１ＴＳ］の曲線は対応するが、１タイムスロットのみをもつ状況を表す（図１２のシミュ
レーションと比較されたい）。図１３において見ることができるように、１タイムスロッ
トによる利得の大部分は４タイムスロットにより保有することができる。ＭＢＭＳに対す
る典型的な動作点は１０－３の大きさの残存ＲＬＣＢＬＥＲであろうことにまた注意され
たい。
【０１１２】
　図１３の評価を多くの周波数による周波数ホッピングを仮定して行った。周波数ホッピ
ングがない場合、より良いＣ／Ｉを有する周波数で受信することにより、フェーディング
の落ち込みを避けることができる可能性のあるさらなる利点があるであろう。
【０１１３】
　図１３で使用した受信器選択方式は極めて簡単であり、選択における受信品質よりさら
に多くのデータを使用する以前に説明した選択方式の１つを例えば使用することにより、



(22) JP 4834081 B2 2011.12.7

10

20

30

40

50

容易に改善することができよう。
【０１１４】
　４つの連続ＴＤＭＡフレームによる代わりに１ＴＤＭＡフレーム内の４つの連続タイム
スロットによる無線ブロックをスケジュールすることにより、データキャリア（周波数）
をあるタイムスロットから次へ変更することができない問題を完全に回避することができ
ることにまた注意されたい。
【０１１５】
　先に記述したように、本発明によるデータキャリアの選択を、好ましくは異なるＬＬＣ
フレームに属すデータブロックを同時に送信するデータキャリア間で実行する。図１４は
、第１のデータストリーム１０が第１のＬＬＣフレームに属すデータブロックの第１のセ
ット１５を含む状況を説明する。この第１のセット１５を第１のキャリアｆ１を使用して
送信すると同時に、第２のＬＬＣフレームに属すデータブロックの第３のセット２８を送
信するのに、第２のキャリアｆ２を使用する。第１のセット１５を再シャッフルしたもの
であり、従って第１のＬＬＣフレームに属すデータブロックを含む第２のセット２５が、
次いで第２のキャリアｆ２において続く。第２のセット２５を第２のキャリアｆ２で送信
すると同時に、第２のＬＬＣフレームまたは第３のＬＬＣフレームに属すデータブロック
の第４のセット１８を送信するのに、第１のキャリアｆ１を使用する。このように、本発
明によるこの送信方式では、関係するデータキャリアｆ１、ｆ２は異なるＬＬＣフレーム
に属すデータブロックを同時に搬送し、それにより受信ユニットが、受信ユニットが既に
失敗したと考えられるＬＬＣフレームに属すデータブロックを目下送信する特定のキャリ
アを聴取することを控えることを可能にする。
【０１１６】
　図１に関係して以上で説明したように、異なるデータキャリアにおけるデータブロック
を１つの、同じ送信ユニットにより送信する必要は必ずしもない。図１に示すように、第
１のデータキャリア３１０を第１の基地局２００－１により使用することができ、他のデ
ータキャリア３２０を第２の基地局２００－２により使用することができる。受信ユニッ
ト１００－３がこれら基地局２００－１、２００－２の２つのセル２０５－１、２０５－
２における送信を聴取できれば、結果は１台の送信ユニットを有する場合と同じである。
この変形による利点は、余分の帯域幅が余分のデータキャリアに必要でないことである。
本発明は低いＣ／Ｉを有する受信ユニットに特に有利であり、これらのユニット１００－
３は典型的にセル境界の近くにありそうであるので、関係するユニット１００－３が別の
基地局２００－２を聴取できうることはありそうではない。最も一般的な場合、各基地局
２００－１、２００－２はより多くのデータキャリアの中の１つを使用することができ、
従って受信ユニット１００－３は同じセルまたは異なるセル２０５－１、２０５－２から
発生しうる３以上のデータキャリアの中で選択できる可能性がある。
【０１１７】
　本発明の別の実施形態では、送信ユニット２００－１、例えば基地局は、データキャリ
アの少なくとも１つ３２０において送信を行うのに少なくとも１つの中継可能なユニット
１００－５を使用する。このような場合、基地局２００－１は第１または第２のストリー
ムのデータブロックを中継可能なユニット１００－５に送信し３２５、１以上の受信ユニ
ット１００－４に所与のデータキャリア３２０においてストリームを転送することを中継
可能なユニット１００－５に指令する。この中継ユニット１００－５がストリームの１つ
を転送すると同時に、基地局２００－１は他のデータキャリア（単数または複数）３１０
において他のストリーム（単数または複数）を送信する。
【０１１８】
　さらに代替の実施形態では、基地局２００－１は第１のストリームのデータブロックを
中継可能な移動ユニット１００－５および受信ユニット１００－４の双方に送信する３２
５。好ましくは基地局からの再シャッフル指令、または他の場所の用意に基づいて、中継
可能なユニット１００－５はこの第１のストリームが有するデータブロックの順序を再シ
ャッフルし、データブロックを第２のストリームとして受信ユニット１００－４に送信す
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る３２０。
【０１１９】
　中継可能なユニット１００－５は、例えば中継機の形式でネットワーク構成の一部をな
す固定または移動ノードでありえよう。代替の実装では、移動端末１００－５またはある
その他のネットワーク通信ユニットをこのタスクに使用することができよう。複数の中継
可能なユニットを有する実装もまた可能であり、例えば少なくとも３つのデータキャリア
を有する場合が可能である。
【０１２０】
　図１５は、中継可能なユニットを使用する場合の図９の送信する方法に関する追加工程
を説明するフローチャートである。本方法は図９のステップＳ３１から続く。次のステッ
プＳ５０で、基地局はデータブロックの第２（または第１）のストリームを中継可能なユ
ニットに送信する。このデータブロックの送信と共に、または分離して、基地局は中継可
能なユニットに送信したデータブロックを１以上の受信ユニットに転送するように指令す
る。このデータブロックを転送するのに使用するデータキャリアを基地局により指定し、
指令に含めるか、または中継ユニット自体で恐らく選択することができよう。次いで、本
方法は図９のステップＳ３２に続き、そこで基地局は第１のデータキャリアにおいて第１
（または第２）のデータストリームを送信し、同時に中継可能なユニットは第２のデータ
キャリアで第２（または第１）のデータストリームを転送する。
【０１２１】
　あるいは、基地局は中継可能なユニットに第１のストリームを送信し、中継可能なユニ
ットにデータブロックの順序を再シャッフルし、第２のストリームを生成するように指令
する。さらに、中継ユニットはまた指令を受けて、第１のストリームを受信するのに使用
したのとは異なるデータキャリアでこの再シャッフルしたデータストリームを送信する。
【０１２２】
　図１６は、移動端末またはユニットとして例示する本発明による受信ユニット１００の
概要ブロック図である。とはいえ、本発明は移動端末の形式の受信ユニット１００に限定
されず、送信ユニットとの通信セッション、例えばＭＢＭＳセッションに参加する任意の
受信ユニットに適用することができ、セッションを通じてデータブロックを受信するよう
にする。
【０１２３】
　受信ユニット１００は、データブロックを受信し、恐らく方式およびキャリア特定情報
を受信する一般的な入力および出力（Ｉ／Ｏ）ユニット１１０を含む。ユニット１００は
、Ｉ／Ｏユニット１１０が受信するデータブロックを復調および復号するのに使用する復
調器／復号器１２０をさらに備える。受信ユニット１００におけるこの復調器／復号器１
２０またはある他のユニットにより、また受信データブロックの受信品質を判断する。以
上に記述したように、この受信品質はＣＲＣチェックから得ることができ、簡単な復号／
非復号通知、またはＳＮＲ、ＢＬＥＰ、ＢＬＥＲ、ＢＥＰ、ＢＥＲ、Ｃ／Ｉなどのあるよ
り精巧な品質パラメータでありえよう。
【０１２４】
　復調器／復号器１２０により推定した受信品質に基づいて個々の時間インスタンスに聴
取するデータキャリアを複数の利用可能なキャリアの中から選択するために、キャリア選
択器１３０を受信ユニット１２０に実装する。この選択器１３０は少なくとも２つの可能
なキャリアの中から１つのデータキャリアを、またはマルチキャリアの可能なユニット１
００の場合は、少なくとも３つの可能なキャリアの中から少なくとも２つのキャリアを選
択するように構成することができる。これら可能なデータキャリアは、データブロックで
あって、その１つは、Ｉ／Ｏユニット１１０が以前に受信したデータブロックと同じ情報
に基づき、復調器／復号器１２０が受信品質を推定するベースとした、データブロックを
さらに同時に搬送する。
【０１２５】
　キャリア選択器１３０は、また複数の以前に受信したデータブロックに関連する受信品
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質、累積受信品質を使用する、および／または選択処理における１つ／複数の受信品質以
外に他のデータを使用することができる。残存再送信データブロック数に関する情報、キ
ャリア品質データおよび／または以前に失敗したＬＬＣフレームに関する情報を、また受
信品質と共に使用することができる。
【０１２６】
　種々のキャリアにおけるデータブロックの相対的期待順序および／または個々のデータ
ブロックの残存再送信数をキャリア選択器１３０に通知するために、方式特定器１４０を
好ましくは受信ユニット１２０に実装する。この方式特定器１４０は基本的に種々のキャ
リアにおけるデータブロックの相対的期待順序を判断する。この判断は、送信ユニットか
らＩ／Ｏユニット１１０が受信した方式特定情報に基づくことができるか、または方式特
定器１４０が、データブロックをそれまでＩ／Ｏユニット１１０により受信した順序に基
づき自ら判断する。
【０１２７】
　選択することが可能なデータキャリアを選択器１３０に通知するために、対応する任意
選択のキャリア特定器１５０を好ましくは受信ユニット１２０に準備する。この特定器１
５０は送信ユニットまたはある他の外部ユニットから発生する通知からこの情報を準備す
ることができよう。あるいは、特定器１５０は、例えば他のキャリアに関する少なくとも
１つの情報に基づいて、データキャリア自体の少なくとも１つを特定する。
【０１２８】
　受信ユニット１００が有するユニット１１０乃至１５０をソフトウエア、ハードウエア
またはその組み合わせとして提供することができる。
【０１２９】
　図１７は、本発明による送信システム４００の実施形態の概要ブロック図である。送信
システム４００は、送信システム４００との通信セッションに参加する受信ユニットを含
む、外部ユニットと通信するためのＩ／Ｏユニット４１０を含む。このＩ／Ｏユニット４
１０は、特に複数のデータキャリア３１０、３２０においてデータブロックを同時に送信
するようにする。Ｉ／Ｏユニット４１０は、この同時ブロック送信に使用するアンテナま
たは送信装置を含むことができるか、またはアンテナまたは送信装置に接続することがで
きる。アンテナ装置は、次いで複数の個別アンテナを含むことができ、例えばこのような
各アンテナは個々の周波数キャリアにおいてデータブロックを送信するようにする。
【０１３０】
　システム４００は、またデータ・ブロック・バッファ４４０を含み、バッファは（ユニ
キャスト、ブロードキャストまたはマルチキャスト）セッションにおいて送信するデータ
ブロックを少なくとも一時的に格納する。データブロック自体は送信システム４００の個
々のアプリケーションにより生成済みでありうる。あるいは、データブロック自体は、サ
ービスプロバイダ、例えばＭＢＭＳサーバまたはある他の通信ネットワークノードなどの
外部ソースから受信する。
【０１３１】
　好ましくは関連するデータバッファ４４０から複数のデータブロックを有する第１のセ
ットを提供するために、ブロック・セット・プロバイダ４２０を送信システム４００に配
備する。この第１のブロックのセットを、データキャリア３１０、３２０の１つを使用し
てＩ／Ｏユニット４１０およびアンテナ装置により送信する。第１のセットのデータブロ
ック、または少なくともその特定情報をセットプロバイダ４２０によりブロックセット組
替器４３０にもたらす。このセット組替器４３０は、第１のセットが有するデータブロッ
クの相対的順序を再シャッフルし、少なくとも第２のデータブロックのセットを生成する
。この第２のブロックのセットを、次いでデータキャリア３１０、３２０とは別のキャリ
アにおいてＩ／Ｏユニット４１０により送信する。組替器４３０は、典型的にバッファ４
４０においてデータブロック自体を再シャッフルはせず、むしろ第１のセットが有するデ
ータブロックの特定情報を再シャッフルする。データブロックを次いで特定情報が提供す
る順序でバッファ４４０から取り出す。
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【０１３２】
　好ましい実施形態では、セット組替器４３０は、共通の情報に基づく２つのデータブロ
ックの相対的位置が第１のセットのこれらデータブロックの相対的位置と比較して異なる
、第２のセットを生成する。さらに、中間データブロックの数によるこれらデータブロッ
ク間の距離は、データブロックを送信する場合のダイバシティを増すために、好ましくは
第２のセットでは第１のセットと比較してより長い。
【０１３３】
　セット組替器４３０により使用する個々の再シャッフル方式および恐らく第１のセット
におけるデータブロックの順序は選択可能な方式選択器４５０が提供する送信方式により
規定することができる。この方式選択器４５０は、好ましくは送信システム４００にか、
または外部に配備する、複数の異なる事前定義された利用可能な方式を有する関連データ
ベース４６０から使用方式を選択する。選択する個々の方式は、例えばその時の無線品質
の状態、参加する受信ユニットの数、送信するデータの種類、送信システム４００におけ
る利用可能なハードウエア、などの形式の入力情報に少なくとも部分的に基づきえよう。
【０１３４】
　代替実施形態では、データベース４６０には事前定義（標準化）方式は存在せず、方式
選択器４５０が以上に特定した入力情報に基づいて適する方式を自ら生成する。
【０１３５】
　データベース４６０は、またキャリアデータを含むことができるか、またはこの形式の
データを専用データベースに準備することができよう。Ｉ／Ｏユニット４１０がセットプ
ロバイダ４２０により定義するような第１のセットのデータブロックおよびセット組替器
４３０により定義するような第２のセットのブロックを送信する場合、使用するデータキ
ャリアの通知をデータベース４６０から取り出すことができる。また、データブロックを
送信する場合、送信システム４００は固定した限られた数のデータキャリアにのみアクセ
スし、これらをＩ／Ｏユニット４１０が常に使用し、従って適するデータキャリアの選択
を行う必要がないことも可能でありえよう。あるいは、外部ユニットは送信システム４０
０およびＩ／Ｏユニット４１０に使用するデータキャリアを通報することができる。
【０１３６】
　Ｉ／Ｏユニット４１０を、好ましくはまた方式選択器４５０が選択するような個々に使
用する送信方式および／またはデータキャリアの特定情報に関する情報を通信セッション
に参加する受信ユニット（単数または複数）に転送するように構成する。
【０１３７】
　その場合、Ｉ／Ｏユニット４１０は第１および第２のセットのデータブロックを、第１
のデータキャリア３１０において第１のセットを含む第１のデータストリームの形式で、
第２のデータキャリア３２０において第２のセットを含む第２のデータストリームの形式
で送信する。この原理は３以上の利用可能なデータキャリアを有する場合に簡単に拡張さ
れる。第１および第２のストリームをＩ／Ｏユニット４１０により異なるデータキャリア
３１０、３２０において同時に送信するとはいえ、第１および第２のセットのデータブロ
ックの相対的位置は第１および第２のストリーム内においてそれぞれ異なりうるので、第
１および第２のセットのデータブロックを同時に送信する必要は必ずしもないことに注意
されたい。
【０１３８】
　Ｉ／Ｏユニット４１０は異なるデータブロックに異なるデータ速度を使用することがで
きる。好ましい実装では、個々のデータブロックを初めて送信するときにそのブロックに
より速いデータ速度を使用する。従って、このデータブロックの再送信を、第１のセット
または第２のセットで起きようと、好ましくは比較的遅いデータ速度で行う。
【０１３９】
　送信システム４００のユニット４１０、４２０、４３０および４５０をソフトウエア、
ハードウエアまたはその組み合わせとして提供することができる。ユニット４１０乃至４
６０を１台のネットワークノードの送信システム４００、例えば基地局ノードに共に実装
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することができる。あるいは、また通信システムの種々のネットワークノードにおいて提
供する幾つかのユニットと共に分散実装することも可能である。
【０１４０】
　図１８は、専用通信ネットワークノード２００－１、２００－２およびデータブロック
管理ノード５００を持つ分散送信システム４００の概要ブロック図である。この実装で、
基地局コントローラ５００またはある他のネットワークノード、例えば基地局はブロック
・セット・プロバイダ５２０、ブロックセット組替器５３０、データバッファ５４０、方
式選択器５５０および方式およびキャリアデータベース５６０を備える。これらのユニッ
トの動作は図１７に関して以上で記述するものに類似であり、ここでさらに説明をしない
。一度ブロック・セット・プロバイダ５２０およびセット組替器５３０が、例えば選択器
５５０により選択した送信方式に基づいて第１および第２のデータブロックのセットの定
義を済ませると、関係するデータブロックをデータバッファ５４０から、図では基地局２
００－１、２００－２により表す、関係する送信ユニットへ転送する。それぞれこのよう
な基地局２００－１、２００－２は、次いでデータブロックのストリームおよびセットの
１つの送信を管理するであろうし、対応するデータバッファまたはキャッシュ２４０－１
、２４０－２を持ち、そこにデータブロックを一時的にバッファし、その後基地局２００
－１、２００－２がＩ／Ｏユニット２１０－１、２１０－２を使用して送信する。例えば
、データブロックを転送する順序から順序の通知が明確でない限り、基地局コントローラ
５００は、好ましくはデータブロックを送信すべき順序の通知と共に、第１の基地局２０
０－１に第１のストリームのデータブロックを転送する。さらに、第１の基地局２００－
１が使用するデータキャリアに関する情報および恐らく送信を開始すべきタイムスタンス
に関する情報を基地局２００－１に送信することができる。第２の基地局２００－２は、
対応して好ましくは順序情報、キャリア情報および時間情報と共に第２のストリームのデ
ータブロックを受信する。
【０１４１】
　第１の基地局２００－１は、次いでその割り当てられたデータキャリア３１０において
第１のストリームのデータブロックを送信し、同時に第２の基地局はその関連するデータ
キャリア３２０において第２のデータブロックのストリームを送信する。
【０１４２】
　図１８で開示する送信システム４００を異なるデータキャリア３１０，３２０を使用す
る３以上の専用送信ユニット２００－１、２００－２を含むように拡張することができる
。
【０１４３】
　送信システム４００のユニット２１０－１、２１０－２、５１０、５２０、５３０およ
び５５０をソフトウエア、ハードウエアまたはその組み合わせとして提供することができ
る。データブロック管理機能を基地局コントローラ５００以外の他のネットワークノード
、例えば第３の基地局により実行することができる。
【０１４４】
　図１９は、送信システム４００の別の分散実装の概要ブロック図である。この実装で、
第１の基地局２００－１により表す、第１のネットワークノードは、ブロック・セット・
プロバイダ２２０、ブロックセット組替器２３０、データバッファ２４０、方式選択器２
５０および方式およびキャリアデータベース２６０を含む。これらのユニットの動作は図
１７の対応するユニットに類似であり、さらには説明をしない。加えて、第１の基地局２
００－１は、また少なくとも１つのデータキャリア３１０において同時に送信されたデー
タブロックのストリームの少なくとも１つを送信するようにする。
【０１４５】
　他のデータブロックのストリーム（単数または複数）を、この第１の基地局２００－１
のＩ／Ｏユニット２１０－１により図で第２の基地局２００－２により表す、少なくとも
１台の中継可能なユニットに転送する。この第２の基地局２００－２は、次いで第１の基
地局２００－１が使用したのとは異なるデータキャリア３２０において転送されたデータ
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は中継機ノード、移動中継機または実際に移動ユニットでありえよう。
【０１４６】
　送信システム４００のユニット２１０－１、２１０－２、２２０、２３０および２５０
をソフトウエア、ハードウエアまたはその組み合わせとして提供することができる。
【０１４７】
　添付する請求の範囲により定義する本発明の範囲から逸脱することなく、本発明に種々
の修正および変更を為しうることを当業者は理解するであろう。
【図面の簡単な説明】
【０１４８】
【図１】本発明を使用する通信システムの概略的概観図である。
【図２】本発明によるデータブロックを受信する実施形態を説明するフローチャートであ
る。
【図３Ａ】および
【図３Ｂ】異なるデータキャリアにおいてデータブロックを送信する実施形態を概略的に
説明する図である。
【図４Ａ】および
【図４Ｂ】異なるキャリアにおいてデータブロックを同時に送信する実施形態を概略的に
説明する図である。
【図５】本発明の実施形態によるデータブロックの構成を概略的に説明する図である。
【図６】図２の選択を行う工程の実施形態をさらに詳細に説明するフローチャートである
。
【図７】異なるデータキャリアにおいてデータブロックを送信する別の実施形態を概略的
に説明する図である。
【図８】図２のデータブロックを受信する方法の追加工程を説明するフローチャートであ
る。
【図９】本発明によるデータブロックを送信する実施形態を説明するフローチャートであ
る。
【図１０】図９のセットを生成する工程の実施形態をさらに詳細に説明するフローチャー
トである。
【図１１】本発明によるデータブロックを送信する実施形態を概略的に説明する図である
。
【図１２】本発明の実施形態の性能を従来技術と比較する図である。
【図１３】本発明の実施形態の性能を従来技術と比較する図である。
【図１４】本発明によるデータブロックを送信する別の実施形態を概略的に説明する図で
ある。
【図１５】図９の送信する工程の実施形態をさらに詳細に説明するフローチャートである
。
【図１６】移動端末として表す本発明による受信ユニットを説明する概要ブロック図であ
る。
【図１７】本発明による送信システムの実施形態を説明する概要ブロック図である。
【図１８】本発明による送信システムの別の実施形態を説明する概要ブロック図である。
【図１９】本発明による送信システムのさらなる実施形態を説明する概要ブロック図であ
る。
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